










要約 

(1)中性 pH 域におけるヒト・血清アルブミン－ビリルビン(HSA・BR)複合体の誘起 CD は,

結合 BR が右回りコンフォーマーの構造であることを示唆した。また,N→B 転移(pH7→9)に

おいて,BR 誘起 CD が増力した。(2)ヒト・メルカプトアルブミン(HMA)より,ヒト・ノンメ

ルカプトアルブミン(HNA)と BR 複合体の誘起 CD の絶対値が pH9(B 型構造)において大であ

った。 


